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ま
す
が
集
会
所
を
利
用
し

て
、
軽
い
運
動
や
ス
ト
レ

ッ
チ
、
ゲ
ー
ム
や
踊
り
に

お
茶
会
、
又
、
遠
足
等
も

実
施
し
て
参
加
者
か
ら
は

か
な
り
の
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
今
後
完
全
に
定
着
し

て
い
く
よ
う
、
支
援
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

・

道
路
等
の
所
有
権
未
登
記
個
所
に
つ

い
て
は
、
昨
年
4
月
よ
り
嘱
託
登
記

に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
を
順
次

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
て

が
終
了
す
る
ま
で
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

目
途
が
立
っ
た
こ
と

・

招
福
苑
の
一
部
老
人
ホ
ー
ム
化
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
度
で
改
修
工
事

に
着
手
し
、
完
了
次
第
入
所
希
望
者

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
く
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

・

学
力
及
び
地
域
学
の
向
上
等
を
図
る

た
め
小
中
一
貫
教
育
を
取
り
入
れ

て
行
き
ま
す
。

・

主
要
産
業
（
水
産
・
畜
産
・
観
光
）

に
お
け
る
就
業
環
境
及
び
生
産
額

等
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

水�

産
1
、
魚
価
の
向
上
を
目
指
し
、

一
部
の
魚
種
（
カ
キ
、ア
ワ
ビ
、サ

ザ
エ
、
低
価
格
魚
等
）
を
関
東
方

面
及
び
近
隣
の
魚
介
取
扱
い
業

者
に
直
接
出
荷
を
試
行
し
ま
す
。

　



　2
、
燃
油
価
格
の
低
廉
化
と
安

定
供
給
を
図
る
た
め
、
多
沢
に
あ

る
軽
油
タ
ン
ク
の
大
型
化
を
図

り
ま
す
。

　



　3
、
魚
貝
の
生
息
環
境
向
上
に

併
せ
資
源
量
の
増
加
を
図
る
た

め
、
藻
場
の
造
成
と
稚
貝
、
稚
魚

の
放
流
を
継
続
し
ま
す
。

村
民
の
皆
様
は
じ
め
出
郷
者
の
皆

様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
、

ご
健
勝
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、
知

夫
村
の
現
状
は
、
人
口
が
5
9
7
人

（
住
民
基
本
台
帳
）
65
歳
以
上
の
高
齢

化
率
は
47
％
を
超
え
て
、
年
々
少
子
高

齢
化
に
よ
る
過
疎
化
の
進
行
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
村
長
に
就
任
し
て
早
1

年
と
2
カ
月
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
村
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
て
い
ま
す
『
健
康
で
和
や
か
、
且

つ
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
島
づ

く
り
、そ
し
て
、活
力
あ
る
島
づ
く
り
』

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
で
、
知
夫
の
現

状
に
合
っ
た
未
来
を
見
据
え
た
形
が

作
れ
る
も
の
と
確
信
し
、
日
々
職
員
と

も
ど
も
努
力
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
ひ
と
つ
の
形
が
現
れ
た

こ
と
、或
い
は
、目
途
が
立
っ
た
こ
と
、

並
び
に
、
今
後
に
向
け
て
推
進
し
て
い

く
こ
と
等
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ひ
と
つ
の
形
が
現
れ
た
こ
と

・

昨
年
4
月
よ
り
7
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
健
康
推
進

ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
出

来
、
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
は
あ
り

畜�

産
1
、
仁
夫
～
古
海
間
の
連
絡
道

及
び
中
牧
の
基
盤
整
備
の
一
環

と
し
て
「
ふ
る
さ
と
農
道
事
業
」

に
よ
り
道
路
新
設
工
事
（
県
営
）

に
着
手
し
ま
す
。

　



　2
、
上
記
に
併
せ
た
畜
産
公
共

事
業
に
よ
り
、
取
付
道
路
や
草
地

整
備
及
び
そ
の
他
畜
産
関
連
工

事
に
着
手
し
、
中
牧
の
有
効
利
用

に
よ
る
増
頭
と
生
産
コ
ス
ト
の

削
減
を
図
り
ま
す
。

　



　3
、
公
共
放
牧
場
か
ら
の
逃
走

及
び
行
方
不
明
や
墜
死
が
な
く

な
る
よ
う
、
牧
柵
整
備
と
併
せ
牧

野
管
理
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

観�

光

　観
光
協
会
の
機
能
強
化
に

よ
り
、
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
及

び
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
併

せ
た
、
村
内
の
観
光
振
興
と
受
入

態
勢
等
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
　

今
後
に
向
け
て
推
進
し
て

い
く
こ
と

・

来
居
港
の
整
備
事
業
に
併
せ
、
待
合

所
の
近
代
化
等
強
力
に
推
し
進
め

ま
す
。

・
県
道
の
災
害
防
除
及
び
未
改
良
部
分

の
改
良
等
を
強
力
に
推
し
進
め
ま

す
。

・

漁
港
内
の
環
境
整
備
及
び
機
能
強
化

を
強
力
に
推
し
進
め
ま
す
。

・

水
産
業
や
畜
産
業
の
新
規
着
業
者
の

発
掘
等
に
併
せ
た
定
住
促
進
を
推

し
進
め
ま
す
。

そ
の
他
各
種
施
策
の
実
施
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
形
は
村
民
皆
様
や
出
郷

者
の
皆
様
か
ら
の
意
見
や
対
話
を
重

視
し
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
更

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
し
て
年
頭
に
あ
た
っ
て

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
輝

か
し
い
新
年

を
、
村
民
の
皆

様
、
出
郷
者
の
皆
様
、
こ
こ
ろ
新
た
に

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
早
い
も
の
で
、
私
が
議
長
に

就
任
し
て
か
ら
3
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
残
り
の
任
期
は
僅
か

で
す
が
初
心
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

日
本
列
島
は
色
々
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
喜
ば
し
い
事
と
し
て
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
、
富
士
山

世
界
遺
産
の
認
定
、
隠
岐
4
カ
町
村
の

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
等
々
。
そ
の
反
面
、

各
地
で
大
暴
れ
す
る
颱
風
、
竜
巻
に
よ

る
自
然
災
害
が
多
発
し
、
県
内
で
も
西

部
地
方
で
は
大
水
害
が
発
生
し
尊
い

人
命
や
財
産
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
一
刻

も
早
い
復
興
、
復
旧
を
願
う
と
と
も
に

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
ま

し
て
は
、
3
月
1
日
か
ら
は
高
速
船
レ

イ
ン
ボ
ー
Ⅱ
に
代
り
水
中
翼
船
レ
イ

ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
が
就
航
い
た
し
ま

す
。
波
高
3
メ
ー
ト
ル
で
も
運
航
出
来

る
優
れ
も
の
で
す
の
で
、
出
郷
者
の
皆

様
、是
非
こ
れ
に
乗
っ
て
、お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
爺
ち
ゃ
ん
、
婆
ち
ゃ
ん
に

会
い
に
お
帰
り
く
だ
さ
い
。
村
民
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
内
航

船
「
い
そ
か
ぜ
」
も
新
造
船
と
な
り
今

年
か
ら
便
数
も
増
え
、
島
前
3
か
町
村

の
ア
ク
セ
ス
が
よ
り
一
層
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
交
通
の
便
や
時
間
的
問
題
は
解
決

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
知
夫
村
議
会
と
し

て
も
、
村
民
の
皆
様
、
出
郷
者
の
皆
様

の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
ご
期

待
に
添
え
る
よ
う
議
員
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
村
民
の
皆

様
、
出
郷
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
祈
念
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

村長挨拶

村 長

福 山 孝 行

議

長

挨

拶

村
議
会
議
長

　井

尻

義

教

向
濱
樽
幸
副
議
長

徳
田
博
史
議
員

高
田

　武
議
員

口
村
善
澄
議
員

嘉
見
寿
徳
議
員

堂
下
勝
也
議
員

渡
部
哲
朗
議
員
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本
年
も

よ
ろ
し
く

お
願
い

い
た
し
ま
す



一般会計
歳入総額

1,287,174千円

一般会計
歳出総額

1,222,062千円

議会費
34,297千円（2.8%）

村税 45,349千円（3.5%）

諸収入
15,040千円（1.2%）

繰入金
12,800千円

（1.0%）
寄附金
772千円

（0.1%）
財産収入
642千円

（0.1%）

使用料及び
手数料
17,486千円

（1.3%）

地方贈与税 10,442千円（0.8%）

分担金及び負担金
13,966千円（1.1%）

利子割交付金 142千円（0.0%）

株式譲渡所得割交付金 13千円（0.0%）
地方消費税交付金 5,749千円（0.4%）

自動車取得税交付金
1,918千円（0.2%）

地方特例交付金
19千円（0.0%）

配当割交付金 71千円（0.0%）

諸支出金
152,748千円
（12.5%）

地方交付税
824,772千円
（64.1%）

衛生費
52,540千円（4.3%）

民生費
163,161千円

（13.4%）

民生費
163,161千円

（13.4%）

総務費
315,343千円

（25.8%）公債費
212,723千円
（17.4%）

公債費
212,723千円
（17.4%）

県支出金
55,907千円

（4.3%）

村債
204,214千円
（15.8%）

国庫支出金
32,918千円
（2.6%）

国庫支出金
32,918千円
（2.6%）

労働費  6千円（0.0%）
農林水産業費
55,391千円（4.5%）

商工費
40,260千円

（3.3%）

土木費
66,250千円
（5.4%）

消防費
45,320千円

（3.7%）

教育費
84,023千円

（6.9%）

繰越金
44,954千円（3.5%）

決算状況平成24年度

基金積立及び特別会計への
繰出金が主なものです

47,600

133,451

84,486

歳入総額 歳出総額

47,600

133,451

84,486

区　　　分

簡 易 水 道 事 業

国 民 健 康 保 険 事 業

診 療 所 事 業

平成24年度特別会計決算状況

21,415

75,589

19,866

歳入総額 歳出総額

21,415

75,589

19,866

区　　　分

歯 科 診 療 所 事 業

下 水 道 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

（単位：千円）

平
成
25
年
度
補
修
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
各
施
設
等
の
補
修

が
終
了
し
ま
し
た
。
特
に
診
療
所
は
ス
ロ
ー
プ
・
自
動
ド
ア
が
取

り
付
け
ら
れ
、
お
年
寄
り
達
に
楽
に
な
っ
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ホテルふれあい広場改修

アパートのドア等補修 診療所側道補修

診療所入口スロープ

■

予
定
補
修
工
事
終
了
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第58回

村民体育大会
昨年9月28日、恒例の「第58回村民体育大会」が行われました。

あいにくの曇り空でしたが今回は新しく小中学生の組み体操が披

露されその見事な出来映えに拍手喝采でした。又一般の部では、老

人会の皆さんのビール瓶転がしなど笑いをさそいました。年々参

加者が少なくなって寂しくなりますが、参加者全員元気いっぱい

に走り転げ回って秋の1日を楽しんでいました。

飲むのは得意だけど...
チアガールも応

援恒例の綱引き

オッ
トッ
ト

ハイ！
　ハイ！
　　ハイ！

今年こそ
！！

エッホ、エッホ

追いぬく
ぞ！！

もう少しで

パンだ〜

上手！！
上手！！

パンだ〜

4



海上保安協会舞鶴地方本部長賞
（第8管区内受賞）

「色々な魚をみてほしい」
古谷有己くん（小3年）

隠岐海上保安署長賞
「�魚がいっぱいいる海に
したい」
上仲七海日さん（小4年）

海上保安協会隠岐支部長賞
「�たくさんの魚ときれいな
海を残したい」
南家涼子さん（小3年）

海上保安協会隠岐支部長賞
「イカと遊べる楽しさ」
高田　光さん（小5年）

昨
年
の
お
姉
さ
ん
に
続
き
姉
弟
そ
ろ
っ
て
の
受
賞
で
す
。

知夫村の
子供たち

小学生254名（内古海分校20名）、中学校185名。これは昭
和37年の知夫村の子供たちの数です。平成25年度、小学校全
児童26名、中学校全生徒14名。過去の1クラスにも満ちませ
ん、年々過疎化が進んでいく中で、ほんの一握りの子供たちで
すが、しっかりと地に足をつけ、学び、成長していく逞しさが
あります。自然のなかでのびのびと、大らかに才能を開花させ、
今年も見事な成績を納めました。

第14回 未来に残そう青い海
図画コンクール
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揚げた
て

コロッ
ケはい

かが〜

オープニングは中学生の踊り

さぁ！  どっさり祭りはじまるよ〜

今年のゲストはしまねっこ！！

大賑わい！！  地元野菜市

数
、
足
り
る
か
な
ぁ
〜

オープニング

ゲ ス ト

マグロの解体ショー

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
会
場
に

「
第
二
回
知
夫
里
島
ど
っ
さ
り
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
島
内
外
か
ら

四
五
〇
名
近
い
来
場
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
も
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
、

和
牛
、魚
の
加
工
品
、マ
グ
ロ
の
解

体
シ
ョ
ー
と
盛
り
沢
山
で
し
た
。

セ
ン
タ
ー
内
で
は
沢
山
の
展
示
品

や
バ
ザ
ー
で
賑
わ
い
、
午
後
か
ら

は
四
階
の
大
会
場
で
幼
児
、
小
中

学
生
の
コ
ン
ト
踊
り
、
そ
し
て
今

回
は
、
♪
べ
リ
ー
ダ
ン
ス
♪
二
人

の
美
女
が
と
て
も
素
敵
な
ダ
ン
ス

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
か
ら
、
村
独
自
の
方
針

で
活
躍
を
し
た
子
供
た
ち
を
教
育

委
員
会
が
表
彰
を
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
活
動
、
文
化
活

動
と
結
果
を
残
し
た
子
供
た
ち
が

次
々
と
舞
台
に
あ
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、抽
選
会

は
、
会
場
に
来
ら
れ
た
人
の
み
の

限
定
で
、
お
米
、
食
事
券
、
商
品

券
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
し
ま
ね
っ
こ

グ
ッ
ズ
と
沢
山
の
当
た
り
券
が
あ

り
当
選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

度
に
会
場
で
は
歓
喜
と
た
め
息
が

洩
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後

は
恒
例
の
餅
ま
き
で
幕
を
閉
じ
、

ど
っ
さ
り
、
ど
っ
さ
り
実
り
の
あ

る
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

知
夫
里
島

いっち
ょ、

今年も
やるか

！！

募
金お願
い
し
ま
す

第2回
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中学生男子の歌と踊り

南国ムードいっぱい、ベリーダンス

初披露　師弟尺八

コラ、コラ！　下がって、下がって〜！！

健康診断されませんか？

おめでとう　頑張ったね！！

ベリ
ーダンス

師弟尺八

抽 選 会

表 彰 式

さぁ〜
！

抽選会

やりま
すか〜

笑顔がすてき♥

いら
っし
ゃい
ませ

それ〜〜！　餅まきじゃ〜！
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
知
夫
寄
附
金
（
ふ
る

さ
と
納
税
）
の
制
度
は
今
後
も
継
続
し
ま
す
。
皆
様
方
に
は
ご
無

理
の
な
い
範
囲
で
今
後
も
ご
協
力
を
戴
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
広
報
郵
送
料
〉（
敬
称
略
）

●
前
川
　
　
茂
（
松
江
市
）

●
橋
本
　
泰
子
（
東
京
都
）

●
道
上
　
芳
子
（
神
戸
市
）

●
竹
本
そ
で
子
（
狭
山
市
）

●
徳
田
　
盛
正
（
知
夫
村
）

●
関
西
知
夫
会

●
匿
名
希
望
　
　
一
名

金
一
封

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

知
夫
村
の
地
域
福
祉
の
向
上
や
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
地
域

資
源
の
保
全
、
活
用
等
を
図
る
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
「
知
夫
里
」

へ
の
想
い
を
持
つ
方
や
応
援
す
る
方
々
か
ら
の
ご
協
力
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

お
陰
様
で
平
成
二
十
五
年
度
に
お
い
て
も
十
二
月
末
現
在
、
三

名
の
方
か
ら
ご
寄
付
と
と
も
に
、「
ふ
る
さ
と
知
夫
村
」
へ
の
あ
た

た
か
い
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
25
年
10
月
25
日
大
阪
市
の
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
42
回

関
西
知
夫
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ふ
る
里
は
遠
き
に
あ
り
て
想
う
も

の
」、
皆
さ
ん
、
と
て
も
懐
か
し
そ
う
に
語
り
合
い
時
の
流
れ
を
惜
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
福
山
村
長
の
挨
拶
か
ら
大
阪
事
務
所
の
糸
原
氏
の
挨
拶
と
沢

山
の
方
々
の
祝
辞
を
頂
き
、
宴
会
中
は
、
皆
さ
ん
自
慢
の
喉
を
披
露
し
て
の

カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
、
い
こ
し
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
等
賑
や
か
で
し
た
。

最
後
は
、
恒
例
の
盆
踊
り
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
年
々
参
加
者
が
少
な

く
な
っ
て
い
く
の
で
、
若
い
世
代
の
人
達
も
参
加
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
事

で
し
た
。
都
会
に
出
て
い
る
若
者
も
、皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第42回
関西知夫会
総会

菊
池
　
純
一
様
（
大
阪
府
）

宿
　
　
信
義
様
（
兵
庫
県
）

西
澤
　
一
二
様
（
兵
庫
県
）

知
夫
の
こ
と
を
ず
っ
と
応
援
し

て
い
ま
す
。

寄
附
者
ご
芳
名

寄
附
金
に
寄
せ
た
皆
様
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
順
不
同
）

ふ
る
さ
と
知
夫
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）の
お
礼

挨拶をする村長
祝辞をのべる糸原氏

久し振りだねぇ〜

いこし会の皆さん

村長も一緒に、それ
！！それ！！

盆踊り、何十年経っ
ても忘れんなぁ
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本
年
度
よ
り
、
知
夫
村
の
観
光
の
発
展
を
目
指

し
て
観
光
大
使
制
度
を
設
置
し
ま
し
た
。

植
物
、
地
質
、
天
体
観
測
の
自
然
と
伝
承
文
化

の
豊
富
な
資
源
が
数
多
い
知
夫
里
島
。
た
く
さ
ん

の
知
夫
へ
の
ア
イ
デ
ア
を
は
じ
め
と
し
て
の
熱
い

思
い
を
い
た
だ
く
こ
と
で
観
光
シ
ス
テ
ム
に
生
か

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

知
夫
里
島
へ
の
熱
い
思
い
の
提
言
と
観
光
P
R
等
を
し

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◉
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
活
用

島
根
県
で
は
、
婚
活
に
よ
る
人
口
増
加
を
図
る
し
く
み

と
し
て
、
仲
人
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
「
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
」
の
導
入
に
よ
る
独
身
男
女
の
出
会

い
の
場
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く

方
、
又
、
協
力
し
て
い
た
だ
く
方
は
役
場
観
光
振
興
課
結

婚
相
談
係
ま
で
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◉
野
大
根
の
花
を
後
世
に

10
月
２
日
秋
晴
れ
の
赤
ハ
ゲ
山
山
頂
で
野
大
根
の
花
の

種
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
5
月
連
休
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
に
な
る
と
野
大
根
の
花
が
赤
ハ
ゲ
山
山
頂
い
っ
ぱ

い
に
咲
き
誇
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
年
々
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
よ
り
、
開
花
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
に
種
を
採
取

し
て
山
頂
に
植
え
ま
し
た
。
毎
年
種
ま
き
を
す
る
こ
と
で

以
前
の
よ
う
に
村
民
を
は
じ
め
、
訪
れ
た
方
が
野
大
根
の

花
の
咲
き
誇
る
赤
ハ
ゲ
山
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

来居地区大谷に1棟2階建て4
戸住宅を2棟、計8戸入居可能の
住宅です。
平成26年4月より入居開始を
予定しています。
3月から入居者を
募集する予定として
いますので、
希望される方は、
応募してください。

定住促進住宅建設中！

あなたも観光大使になりませんか。

詳しくはコチラまで▶TEL08514-8-2211㈹〈役場建設課〉

観光振興課

だより

種採取にお手伝
いをいただきま
した

野大根の種まきで島根県景観奨励賞
をいただいた小西梅子さんを指導者
に種まきを行いました

〈問い合わせ先〉観光振興課観光係TEL08514-8-2211(内線113)
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皆一踊り皆一踊りみないちおどりみないちおどり

昨年9月19日一宮神社で小中学生、一般の方々
による皆一踊りがおこなわれました。陰暦8月
15日に奉納されるとした皆一踊りは、いつ頃、
知夫に伝わったのか詳しく記した物はありませ
んが、鎌倉時代から室町時代の所作ではないか
と言われています。その辺は定かではありませ
んが、奉納舞として、その他雨乞いや風祈祷と
して子供達に受け継がれています。今年も皆ん
な頑張って舞っていました。

中学生
の力強

い太鼓
！

エイサ
～♪

　　エ
イサ～♪

あ～や
って

　　　
踊るん

だよ！

ちょっと
、ひと休

み！

中学生
の力強

い太鼓
！

エイサ
～♪

　　エ
イサ～♪

あ～や
って

　　　
踊るん

だよ！

ちょっと
、ひと休

み！

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

�

（
太
字
は
村
内
在
住
者
・
敬
称
略
）

　
　平
成
25
年
9
月
～

平
成
25
年
12
月

渡
部
　
千
穂

　
保
護
者
　
父
　
髙
史

梶
谷
　
　
詩

　
保
護
者
　
父
　
建
二

野
村
　
有
希

　
保
護
者
　
父
　
庸
高

奥
本

　純
海

　保
護
者

　父

　重
勝

向
濱
　
　
迅

　
保
護
者
　
父
　
博
久

お
す
こ
や
か
に

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

や
す
ら
か
に

心
か
ら
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

松
本
萬
壽
夫
（
84
）	

古
海

前
井
出
イ
ネ
子
（
87
）	

仁
夫

佐
藤
フ
ジ
子
（
94
）	

多
沢

和
田
　
艶
子
（
86
）	

郡

柳
田

　汎
信
（
71
）	

大
江

安
田
婦
美
子
（
80
）	

仁
夫

枝
本
ス
エ
子
（
99
）	

郡

井
田
　
藤
子
（
92
）	

来
居

崎

　キ
ヌ
エ
（
87
）	

大
江

山
根

　亀
松
（
88
）	

多
沢

上
原
　
善
松
（
83
）	

仁
夫

阪
井
　
祐
也	

神
戸
市

小
前
真
紀
子	

古
海

矢
田
　
尚
也	

郡

藤
倉
麻
友
美	

三
重
県

角
崎
　
一
輝	

大
阪
府

清
水
　
美
里	

古
海

安
藤
　
岳
人	

薄
毛

篤
美
由
希
子	

東
京
都

横
畑
　
祐
一	

仁
夫

中
尾
　
優
理	

大
分
県

黒
澤
　
年
男	

埼
玉
県

並
河
　
美
香	

郡

井
尻
　
　
修	

仁
夫

齋
藤
　
美
幸	

千
葉
県

竹
川
　
光
輝	

多
沢

中
務
　
　
茜	

京
都
府

勝
部
　
将
人	

出
雲
市

大
原
　
　
舞	

多
沢

間
嶋
　
太
志	

大
阪
府

安
田
　
裕
希	

仁
夫

前
井
出
文
浩	

仁
夫

上
田
　
花
菜	

山
口
県

前
濱
　
洋
平	

多
沢

江
坂
　
麻
貴	

岡
山
県

編

集

後

記

今
年
の
冬
は
例
年
に
な
く
厳
し
く
、

隠
岐
汽
船
も
、
島
前
間
の
内
航
船
も
た

び
た
び
欠
航
し
て
お
り
ま
す
、
船
が
動

か
な
い
と
出
る
こ
と
も
、
入
る
こ
と
も

出
来
な
い
孤
島
で
す
、
自
然
の
力
の
偉

大
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。

直
通
電
話
〇
八
五
一
四
─

八
─

九
〇
一
三

�

（
村
尾
）

月
28
日
各
地
区
で
蛇
巻
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
荒
神
様
の
蛇
体
を
新
し
い
藁
で
作
り
直
し
ま
し
た
。

長
さ
は
大
木
を
七
巻
き
半
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
木
の
大
き
さ
に
よ
っ

て
各
地
区
で
長
さ
が
違
い
ま
す
。
当
日
は
粉
雪
の
舞
う
、
と
て
も
寒
い
日

で
し
た
が
、
今
年
も
立
派
な
蛇
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
各
地
区
の
無
病

息
災
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

11

◉無病息災を祈って、各地区で個性あふれる
　立派な蛇が出来上がりました。

頭を先
に

　　木
に乗せ

ろや～
！

よっしゃ
～、

　　　
巻くぞ～ さぁ～

　 お出
ましだ

～

頭を先
に

　　木
に乗せ

ろや～
！

よっしゃ
～、

　　　
巻くぞ～

◆皆で蛇を編んでいます◆角野さんと区長さんが拝んで

蛇ー
まき
完
成
！

新
年
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

完
成
！

新
年
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

多沢 大江

来居 薄毛

さぁ～
　 お出

ましだ
～
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【主な変更点】

＊記載が縦書きから横書きに変更

＊文書体から事項別の箇条書きに変更

＊用紙サイズ等の変更（Ｂ版からＡ版改ざん防止用紙）

人口●597人（男：300人・女：297人）　世帯数●337世帯　65歳以上人口比率●47.069%村の人口（平成26年1月1日現在）

海士町、西ノ島町、知夫村は、戸籍事務の効率化・正確性の向上を図るため戸籍

事務をコンピュータ化することとし、システム機器の導入を３町村で共同調達を行

い、管理運営していくこととしました。

現在、各町村が保有している戸籍（紙に記載されている情報）をコンピュータで

使用できるように電子データを作成する作業を行っています。３町村ともに電算化

の稼働時期を平成26年度中とし、作業を進めています。

1．戸籍の電算化とは？
現在の戸籍は、和紙にタイプライターや手書きで記載し、帳簿で管理してきました。電算

化では戸籍に記載されている事項を、電子データに置き換えて、記載や情報管理、証明発行

などをコンピュータで処理できるようにすることを電算化（コンピュータ化）といいます。

2．戸籍の電算化の良いところは？
現在、戸籍の謄本や抄本等の証明書の交付については手作業で該当する戸籍を検索し、複

写、製本作業に至るまで時間がかかっていました。電算化されると、戸籍情報の管理、検索

などをコンピュータで行うことになりますので、検索時間や製本の作業、発行まで時間が短

縮化されます。

3．戸籍の表記について
現在の戸籍には、略字、手書きによる書き癖などで辞典に載っていない文字で記載されて

いる場合があります。これらの文字については、法務省の通知によって電算化の際に、常用

漢字や人名辞典に載っている文字に置き換えて記載することになります。

文字が置き換えられる方につきましてはご連絡させていただきますのでご確認をお願い

いたします。

戸籍事務が
コンピュータ化（電算化）されます
～戸籍が見やすく、わかりやすくなります～

〈電算化後の様式〉〈現在の戸籍〉
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